
広報聖籠 1平成16年9月末現在の ●人口13,860人（前月比 －006人） 男 6,940人 （＋03人）
●世帯数3,775世帯 前月比（－5世帯）人口の動き （前年比 ＋117人） 女 6,920人 （－09人）
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町
で
は
、
生
活
環
境
の
改
善
と
公
共
水
域
保

全
の
た
め
に
下
水
道
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

平
成
12
年
4
月
か
ら
一
部
供
用
開
始
を
行

い
、
現
在
ま
で
の
供
用
開
始
済
区
域
は
8
8
6

ha
で
全
体
計
画
面
積
1,
4
4
2
ha
の
61
％
と

な
っ
て
お
り
、
そ
の
区
域
は
左
図
の
と
お
り
と

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
供
用
開
始
済
区
域
の
方
に
つ
い
て
は
、

排
水
設
備
の
設
置
を
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
公

共
下
水
道
の
使
用
が
で
き
ま
す
。

生
活
環
境
の
向
上
、
美
し
い
自
然
を
保
護
す

る
た
め
に
も
公
共
下
水
道
の
利
用
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

下
水
道
事
業
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
役
場
上
下

水
道
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

1
2
7
│
2
1
1
1

(

内
線)

3
4
1
・
3
4
4

現在、供用開

始済となって

いる区域

平成17年の

４月に供用

開始を予定

している区域

丸潟、中の橋、本大夫、本三賀、
山三賀、二本松、外畑、蓮野、杉
谷内､正庵､甚兵衛橋､蓮潟､蓮潟新
田、八幡､東山、東港1・2・3・
5・6・７丁目、位守山の全部、及
び山倉、本諏訪山、網代浜の一部

道賀新田､上大谷内、山大夫、尾

沢ヶ丘、稲の平の全部、及び桃山、

苔沼、山諏訪山、網代浜の一部

下水道整備計画区域

公
共
下
水
道
で

公
共
下
水
道
で 

　 
住
み
よ
い

住
み
よ
い 

　
　
ま
ち
づ
く
り

　
　
ま
ち
づ
く
り 

公
共
下
水
道
で 

　 
住
み
よ
い 

　
　
ま
ち
づ
く
り 

みん
なで支える下水道

下水道整備で美しいまちづくり 

き
れ
い
な
水

す
て
き
な
町

さ
わ
や
か
な
く
ら
し

き
れ
い
な
水

す
て
き
な
町

さ
わ
や
か
な
く
ら
し
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公共下水道供用開始の状況図

下水道を使用するには

①排水設備の設置が必要です。
宅地内に設置された公共汚水ますに便所、台所、

浴室などからの汚水を流し込む排水設備を設置し

て頂きます。設置については町の指定する工事店

に工事を依頼してください。

②下水道使用料について
下水道を使用すると、流した汚水の量に応じて

下水道使用料を納めて頂きます。（基本料金10Kま

で1,575円（消費税含む）、10Kを超えた場合は

1Kにつき157.5円（消費税含む）が加算されます。

（一円未満切り捨て）

町の融資制度・
助成制度を
ご利用ください。
排水設備の設置やトイレなどの改装経

費、既存の浄化槽廃止工事は各自の負担

になります。これらの接続等に係る経費

については、町の融資制度や助成制度が

利用できます（利用については供用開始

の日から一定の要件があります）。
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施
設
に
は
、
談
話
室
兼
食
堂
が

３
か
所
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
ぞ
れ
を
蓮
潟
上
町
、
中
町
、

下
町
と
名
づ
け
て
ス
ペ
ー
ス
を
有

効
に
利
用
し
次
の
よ
う
な
特
色
を

持
た
せ
て
い
ま
す
。

①
蓮
潟
上
町

蓮
潟
園
内
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
し

て
８
月
か
ら
オ
ー
プ
ン
し
て
い
ま

す
。
８
月
か
ら
９
月
に
か
け
て
は

「
聖
籠
町
内
の
お
地
蔵
さ
ん
写
真

展
」
を
開
催
し
10
月
か
ら
は
「
蕗

谷
虹
児
作
品
展
」
を
開
催
し
て
入

所
者
の
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
ま

す
。こ

の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
、
地
域
の

皆
さ
ん
の
ご
来
場
も
大
歓
迎
し
て

い
ま
す
。
お
越
し
の
際
は
、
事
務

室
に
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
、
お

気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

②
蓮
潟
中
町
（
計
画
中
）

園
内
の
商
店
街
を
計
画
し
て
い

ま
す
。
毎
月
何
回
か
日
を
決
め
て

市
場
を
ひ
ら
き
、
入
所
者
に
市
場

利
用
券
を
配
り
自
由
に
買
い
物
を

し
て
も
ら
い
ま
す
。

③
蓮
潟
下
町
（
計
画
中
）

園
内
の
博
物
館
（
資
料
館
）
を

計
画
し
て
い
ま
す
。
お
み
こ
し
や

昔
の
縁
起
物
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

■
特
色
の
あ
る
談
話
室

聖
籠
町
の
高
齢
者
福
祉
の
拠
点
と
し
て
、
平
成
12
年
４
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
聖
豊
は
す
が
た
園
、
５
年
目
を
迎
え
施
設
で
は
、「
向
上
心
を
持
ち
常
に
利
用

者
の
立
場
に
立
っ
て
」
を
念
頭
に
、
利
用
者
と
共
に
地
域
に
根
ざ
し
た
施
設
づ
く
り
を
目

指
し
て
様
々
な
新
し
い
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

│
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
　
聖
豊
は
す
が
た
園
│

蓮潟上町 蓮潟下町 

蓮潟 
中町 

は
す
が
た
園
で
は
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー

に
展
示
す
る
作
品
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
お
貸
し
い
た
だ
け
る
写
真
、
絵

画
な
ど
の
作
品
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

は
す
が
た
園
の
特
色
あ
る
３
つ
の

町
、
絵
な
ど
を
通
じ
て
地
域
の
皆
さ

ん
が
施
設
へ
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
る

の
は
大
歓
迎
で
す
。

心
か
ら
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▲ 蓮潟上町のギャラリー▲ ボランティアの皆さんが組み立てたおみこし
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デイサービスセンター 

玄 関 事務室 

地域交流 
コーナー 

喫茶喫茶 
コーナーコーナー 
喫茶 
コーナー 

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
中

は
す
が
た
園
で
は
、
縫
い
物
、
介

護
話
し
合
い
、
畑
作
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
畑
で
は

「
イ
チ
ジ
ク
」
や
「
さ
つ
ま
い
も
」

な
ど
を
作
り
入
所
者
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
さ
ん
と
で
収
穫
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
常
時
募
集
し

て
い
ま
す
。
一
度
経
験
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

お
問
い
合
わ
せ
お
申
し
込
み
は
、

は
す
が
た
園
又
は
町
社
会
福
祉
協
議

会
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

■
は
す
が
た
園

文
化
祭
開
催

は
す
が
た
園
で
は
、
年
間
の
行

事
と
し
て
三
大
ま
つ
り
（
大
運
動

会
、
夏
ま
つ
り
、
文
化
祭
）
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

11
月
10
日
か
ら
15
日
ま
で
は
文

化
祭
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
入
所
者

や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
利
用

者
の
作
品
展
示
と
聖
籠
保
育
園
の

園
児
の
作
品
も
展
示
さ
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

詳
し
い
開
催
内
容
に
つ
き
ま
し

て
は
、
は
す
が
た
園
ま
で
お
気
軽

に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

は
す
が
た
園
は
、
地
域
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ
、
利

用
者
の
笑
顔
を
楽
し
み
に
が
ん
ば
っ

て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
地
域
に
ひ
ら
か
れ
、

入
所
者
が
「
喜
び
、
安
ら
ぎ
、
生
き

が
い
」
を
感
じ
る
施
設
を
目
指
し
て

が
ん
ば
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
地

域
の
大
勢
の
皆
さ
ん
の
ご
来
園
を
心

か
ら
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

聖
豊
は
す
が
た
園

1
２
７
│
７
０
６
０

5
２
７
│
７
０
６
１

次
の
職
種
で
、
普
通
自
動
車
免
許
取
得
者
（
A
T
車
限
定
可
）

で
、
資
格
要
件
に
該
当
す
る
方

■
職
　
　
種

介
護
士
（
臨
時
職
員
）

■
募
集
人
員

36
名

■
職
務
内
容
及
び
資
格
要
件

・
施
設
利
用
者
の
生
活
介
助
及
び
処
遇
等
の
相
談

・
夜
間
勤
務
が
可
能
な
方

・
概
ね
40
歳
ま
で
の
方

・
介
護
福
祉
士
又
は
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
以
上
の
資
格
取
得
者

■
申
込
方
法

「
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ほ
う
せ
い
園
」
又
は
「
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
聖
豊
は
す
が
た
園
」
へ
履
歴
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
直
接
持
参
又
は
郵
送
（
11
月
19
日
必
着
）

■
申
込
受
付
期
間

11
月
１
日̃

19
日
ま
で
（
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
30
分
ま
で
）

■
試
験
日
及
び
会
場

11
月
21
日
（
日
）
午
前
９
時
〜

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ほ
う
せ
い
園

■
試
験
方
法

面
接
試
験

■
合
格
発
表

11
月
下
旬

■
勤
務
地

当
法
人
の
施
設

■
採
用
年
月
日
　

①
平
成
16
年
12
月
20
日

②
平
成
17
年
１
月
11
日

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ほ
う
せ
い
園

〒
９
５
０
│
３
３
２
１
　
豊
栄
市

塚
字
正
尺
６
１
８
番
地

1
０
２
５
│
３
８
７
│
０
９
０
０

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
聖
豊
は
す
が
た
園

〒
９
５
７
│
０
１
０
６
　
聖
籠
町
大
字
蓮
潟
２
２
４
９
番
地

1
０
２
５
４
│
２
７
│
７
０
６
０

■
地
域
交
流
コ
ー
ナ
ー

（
準
備
中
）

は
す
が
た
園
の
玄
関
正
面
に
、
地
域

交
流
コ
ー
ナ
ー
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

喫
茶
コ
ー
ナ
ー
に
隣
接
す
る
こ
の

ス
ペ
ー
ス
に
は
、
聖
籠
町
や
豊
栄
市

な
ど
の
情
報
紙
と
は
す
が
た
園
か
ら

の
た
よ
り
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
雑
誌

な
ど
を
備
え
付
け
入
所
者
と
地
域
の

皆
さ
ん
の
集
い
の
場
を
設
け
ま
す
。

ま
た
、
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
で
は
夏
休

み
な
ど
に
、
中
学
生
や
高
校
生
な
ど

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
作
る
、
お
い
し
い

飲
み
物
が
飲
め
ま
す
。

▲ イモの苗植え
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あ
な
た
の
一
票
は

大
切
な
一
票
で
す
!!

10
月
17
日
に
行
わ
れ
た
新
潟
県

知
事
選
挙
。
聖
籠
町
の
投
票
率
は

49.

51
％
、
県
内
98
市
町
村
中
92

位
と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

選
挙
権
は
、
私
た
ち
の
大
切
な

権
利
の
ひ
と
つ
。
私
た
ち
の
意
志

を
政
治
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
大
切
な
手
段
で
も
あ
り
ま

す
。私

た
ち
の
身
の
ま
わ
り
の
こ
と

や
明
日
の
暮
ら
し
は
、
全
て
政
治

が
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の

一
票
一
票
の
積
み
重
ね
が
、
私
た

ち
の
代
表
を
選
び
そ
の
代
表
者
た

ち
に
よ
っ
て
国
や
地
方
公
共
団
体

の
行
政
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

一
票
は
決
し
て
お
ろ
そ
か
に
し

て
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。

次
回
の
選
挙
で
は
必
ず
投
票
し

ま
し
ょ
う
。

20
歳
の
若
者
が

3
度
目
の
選
挙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

10
月
３
日
（
日
）
、
「
町
民
会
館
」
で
今
年
度
成
人
式
を
迎
え
た
若
者
10

名
が
、
10
月
17
日
（
日
）
投
票
日
の
新
潟
県
知
事
選
挙
の
棄
権
防
止
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま
し
た
。

10
名
の
若
者
た
ち
は
、
町
民
会
館
の
入
り
口
で
訪
れ
る
多
く
の
方
々
に
、

テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
を
配
り
な
が
ら
、
投
票
の
呼
び
か
け
を
行
い
ま
し

た
。
あ
る
主
婦
の
方
は
「
若
い
人
も
こ
ん
な
に
が
ん
ば
っ
て
い
る
か
ら
必

ず
投
票
に
い
き
ま
す
。
」
、
「
こ
ん
な
に
い

い
も
の
も
ら
っ
た
か
ら
必
ず
投
票
に
行
く

ね
。
」
と
若
者
た
ち
に
温
か
い
声
を
か
け

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

20
歳
の
若
者
が
行
う
選
挙
啓
発
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
は
、
昨
年
の
11
月
と
今
年
の
７
月

に
も
実
施
さ
れ
今
回
が
３
度
目
に
な
り
ま

す
。町

選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
今
後
も
町

民
の
皆
さ
ま
の
参
加
を
い
た
だ
き
な
が
ら

投
票
率
の
向
上
に
努
め
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

10月17日執行　新潟県知事選挙

投票率県内92位

●県内98市町村中92位●近隣では８市町村中第７位

新潟県98市町村投票率ランキング

1位 粟島浦村 ………94.10%

2位 高 柳 町 ………86.99%

3位 入広瀬村 ………82.72%
・
・
92位　聖籠町 …49.51%
・
・

近隣市町村の投票状況

新発田市 ………50.17%

豊栄市 …………47.12%

阿賀野市 ………80.19%

聖籠町………49.51%
加治川村 ………60.97%

紫雲寺町 ………59.02%

中条町 …………50.78%

黒川村 …………68.77%

県平均 …………53.88%

大
事
な
一
票 

　
　
必
ず
投
票
!

大
事
な
一
票 

　
　
必
ず
投
票
!

●新潟県知事選挙投票率

投票区 行　政　区 投票率（%）

四ツ屋･道賀新田･

第1 上大谷内･真野･ 54.35
丸潟･桃山･山倉･苔沼

中の橋･本諏訪山･山諏訪山･

第2 本大夫･山大夫･聖中ケ丘･ 49.81
尾沢ケ丘･稲の平･ひばりが丘

第3
本三賀･山三賀･二本松･

外畑･正庵･東山
50.25

第4 甚兵衛橋･蓮潟･蓮潟新田 55.19

第5 藤寄･大夫興野･旭ケ丘 48.02

第6 網代浜 45.01

第7 次第浜 48.06

第8 亀塚 42.53

第9
蓮野･杉谷内･別條･八幡･

東港四丁目
56.65

全　　　　体 49.51
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県
内
で
は
５
連
覇

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ

ジ
は
、
サ
ッ
カ
ー
天
皇
杯
全
日
本

選
手
権
の
予
選
を
兼
ね
た
第
９
回

新
潟
県
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
決

勝
で
、「
新
潟
経
営
大
学
」
を
下
し

前
身
の
ア
ッ
プ
ル
ス
ポ
ー
ツ
カ
レ

ッ
ジ
Ｆ
Ｃ
か
ら
引
き
続
き
５
連
覇

を
達
成
し
、
第
84
回
天
皇
杯
全
日

本
選
手
権
の
出
場
権
を
得
ま
し
た
。

天
皇
杯
に
は
、
47
都
道
府
県
の

代
表
な
ど
80
チ
ー
ム
が
参
加
し
全

国
各
地
の
会
場
で
開
催
さ
れ
、
Ｊ

Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ

は
、
１
回
戦
を
岐
阜
県
代
表
の

「
中
京
高
校
」
に
勝
利
。

２
回
戦
は
J
リ
ー
グ
チ
ー
ム
の

ア
マ
チ
ュ
ア
組
織
で
あ
る
「
ジ
ェ

フ
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
市
原
ア
マ
チ
ュ

ア
」
と
対
戦
し
ま
し
た
。
両
チ

ー
ム
と
も
J
リ
ー
グ
の
ア
マ
チ

ュ
ア
組
織
で
あ
る
と
い
う
こ
と

で
注
目
の
一
戦
と
な
り
、
試
合
は

P
K
戦
ま
で
も
つ
れ
込
み
ま
し

た
が
、
ゴ
ー
ル
キ
ー
パ
ー
の
好
セ

ー
ブ
に
よ
り
勝
利
し
、
専
門
学

校
と
し
て
天
皇
杯
と
い
う
年
に

一
度
の
大
き
な
大
会
で
、
３
回

戦
進
出
と
い
う
快
挙
を
成
し
遂

げ
ま
し
た
。

３
回
戦
で
は
、Ｊ
２
リ
ー
グ
上

位
の
強
豪
チ
ー
ム
「
京
都
パ
ー

プ
ル
サ
ン
ガ
」
と
対
戦
し
残
念

な
が
ら
２
対
11
で
敗
退
し
ま
し

た
。

網
代
浜

ク
リ
ー
ン
大
作
戦
!!

10
月
７
日
、
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ

カ
ー
カ
レ
ッ
ジ
の
学
生
全
員
と
職

員
の
約
３
０
０
名
が
網
代
浜
海
岸

の
大
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。

夏
に
は
、
学
生
も
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
や
海
水
浴
な
ど
に
使
っ
た
砂
浜

を
来
年
も
気
持
ち
良
く
使
え
る
よ

う
に
と
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
実

施
さ
れ
た
も
の
で
す
。

昨
年
に
引
き
続
き
２
回
目
と
な

る
こ
の
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
は
、
サ

ッ
カ
ー
専
攻
科
の
授
業
（
イ
ベ
ン

ト
企
画
）
の
一
環
と
し
て
、
企
画

か
ら
運
営
ま
で
学
生
が
行
い
ま
し

た
。

天皇杯結果ダイジェスト
■第9回新潟県サッカー選手権大会（天皇杯新潟県予選）決勝
平成16年9月5日（日） 新潟市金屋運動場
JAPANサッカーカレッジ VS 新潟経営大学
◎ 4対1で勝利し優勝。
5連覇を達成し天皇杯5年連続出場!!

■天皇杯１回戦
平成16年9月23日（木） 長良川球技場（岐阜県）
JAPANサッカーカレッジ VS 中京高校（岐阜県代表）
◎1対0で勝利！　なか2日で2回戦へ

■天皇杯2回戦
平成16年9月25日（土） 市原臨海球技場（千葉県）
JAPANサッカーカレッジ VS

ジェフユナイテッド市原アマチュア（千葉県代表）
◎0対0（ＰＫ4－2）で勝利！　初の3回戦進出

■天皇杯3回戦
平成16年10月10日（日） 西京極スタジアム（京都府）
JAPANサッカーカレッジ VS 京都パープルサンガ（J2）
◎2対11で3回戦敗退

※天皇杯…プロ、アマを問わずすべて第1種、第2種チームが参加できる「日
本最強のチーム」を決定する大会。アマチュアチームがJリーグチームに
真剣勝負を挑むことができる貴重な大会。

▲ 対ジェフユナイテッド市原アマチュア

▲ 対ジェフユナイテッド市原アマチュア

▲ JAPAN サッカーカレッジイレブン
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（注）①聖籠町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
②標準的な内容とは､それぞれの級に該当する代表的な職名です。

聖籠町職員の給与は、国家公務員の給与に準じて支給されています。
毎年、国の機関の人事院が、民間の給与と国家公務員の給与の較差を是正するため、総理大臣、国会に勧告し

ています。（人事院勧告）この勧告に基づき、国家公務員の給与に関する法律等が改正され、聖籠町についても、
国に準じて給与に関係する条例等を改正し、支給しています。
なお、平成11年から平成15年度は、前年度より給与を減額する内容が勧告されました。（マイナス勧告）その主

な内容については、俸給表の引下げ、期末勤勉手当の支給月の引下げ等があります。聖籠町についても、この人
事院の勧告に基づいて給与を減額しています。

聖籠町職員の
給与等を公開します

聖籠町職員の
給与等を公開します

聖籠町職員の
給与等を公開します

聖籠町職員の
給与等を公開します

1. 平成15年度人件費の状況（普通会計決算）

3. 一般行政職の初任給の状況（平成16年4月1日現在） （単位：円）5. 一般行政職の級別職員数の状況（平成16年4月1日現在） （単位：人､％）

4. 普通会計職員の平均給料月額及び平均年齢の状況（平成16年4月1日現在）（単位：円､歳）

7. 特別職の給料・報酬等の状況（平成16年4月1日現在） 6. 昇給期間短縮の状況　　　　　　 （単位：人､％）

2. 職員給与費の状況（平成16年度普通会計予算）

区　分
聖　籠　町 新　潟　県

初任給 採用２年後 初任給 採用２年後

大学卒 170,700 184,400 175,626 188,298

高校卒 138,800 148,500 141,867 152,757

区　分
聖　籠　町 新　潟　県

平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢

一般行政職 337,733 43.0 360,114 42.8

技能労務職 311,280 49.6 339,436 45.8

区　　　　分 合 計 一般行政職 技能労務職

職　員　数 （Ａ） 171 156 15

15年度
普通昇給期間（12～24月）

22 18 4
を短縮して昇給した職員数（Ｂ）

比　　　率 （Ｂ）／（Ａ） 12.9 11.5 26.7

職　員　数 （Ａ） 177 158 19

14年度
普通昇給期間（12～24月）

29 27 2
を短縮して昇給した職員数（Ｂ）

比　　　率 （Ｂ）／（Ａ） 16.3 17.0 10.5

区　　　　分 給料等月額 期　末　手　当

町　長 806,000円 （平成15年度支給割合）

給　料 助　役 645,000円

収入役 605,000円

議　長 291,000円

報　酬 副議長 234,000円

議　員 210,000円

6月期 1.70月分
12月期 1.60月分

計 3.30月分

区　分 1級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 ８級 計

標準的な
主事補 主事 主事 主任 主任

係長
補佐

課長
職務内容 主幹 参事

職員数 1 6 20 28 40 25 13 22 155

構成比 0.6 3.9 12.9 18.1 25.8 16.1 8.4 14.2 100

1年前の
0.6 2.6 14.7 19.1 26.1 14.6 9.6 12.7 100

構成比
参

考

期末・勤勉手当 
2億8,342万円 
（26.5％） 

給料 
7億0,250万円 
（65.8％） 

職員手当等 
8,189万円（7.7％） 

職員数 
170人 

一人当たり給与費 
628万円(※新潟県は732万円)

（注）①職員手当には退職手当を含みません。 

 ②給与費は6月補正後の額です。 

人件費 
15億2,876万円（21.6％） 
（※新潟県は26.9％） 

（注）人件費には、特別職（町長・ 
　　　議員など）に支給される 
　　　給料、報酬などを含みます。 

歳出総額 
70億8,811万円 
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（注）職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休職者・派遣職員などを含み、臨時、又は
非常勤職員を除いています。

8．職員手当の状況（平成15年度）

9. 部門別職員数の状況と主な増減理由（各年4月1日現在）

平成15年度
支　給　総　額 27,355千円

時 間 外 職員１人当たり支給年額 161千円

勤務手当
平成14年度

支　給　総　額 26,429千円

職員１人当たり支給年額 150千円

区　　　分 職　　員　　数 対前年増減数 主な増減理由

部　　　門 H14 H15 H16 H16

議　　　会 3 3 3 0

総 務 企 画 26 29 27 △2 事務の統廃合

税　　　務 9 9 10 1 納税対策の強化（納税対策室設置）

民　　　生 32 30 28 △2 事務の統廃合

衛　　　生 12 14 14 0

農 林 水 産 13 14 13 △1 事務の統廃合

商　　　工 3 3 3 0

土　　　木 13 12 11 △1 事務の統廃合

小　　　計 111 114 109 △5

教　　　育 66 62 61 △1 事務の統廃合

小　　　計 66 62 61 △1

普 通 会 計 合 計 177 176 170 △6

水　　　道 4 4 4 0

そ の 他 25 23 22 △1 水道課と下水道課の統合

小　　　計 29 27 26 △1

合　　　　　計 206 203 196 △7

一般行政部門

特別行政部門

公営企業等

会計部門

区　　　　分 全職種

職員全体に占める手当支給職員の割合 22.2％

支給対象職員１人当たり平均支給年額 19,914円

手当種類（手当数） 10種類

代表的な手当の名称
時間差手当･税徴収
手当･用地交渉手当

特殊勤務

手　　当

○配偶者 13,500円

○配偶者以外の扶養親族のうち2人まで 各6,000円

○扶養親族でない配偶者を有する職員の扶養親族

１人目 6,500円

（配偶者のない職員は扶養親族のうち1人のみ11,000円）

○その他の扶養親族1人につき 5,000円

○満16歳の年度初めから満22歳の年度末までの子

1人につき5,000円加算

○借家・借間

月額12,000円を超える家賃を支払っている職

員に対し、負担している家賃の額に応じて最高

27,000円まで支給

○自宅

住宅を新築・購入してから5年間、月額2,500円支給

○交通機関等利用者

６箇月分運賃を年２回支給

(1箇月当たり55,000円を限度）

○交通用具（自動車等）使用者

片道の使用距離に応じて2,000円(2km以上

5km未満)から最高24,500円(60km以上)まで

支給する。

区　分

扶養手当

内　　　　容

同じ

住居手当

通勤手当

同じ

国･県

同じ

期末手当 勤勉手当

・ 6月期 1.55月分 0.70月分

・12月期 1.45月分 0.70月分

計 3.00月分 1.40月分

職制上の階段、職務の級等による加算措置有

自己都合 勧奨・定年

・勤続20年 21.00月分 28.875月分

・勤続25年 33.75月分 44.550月分

・勤続35年 47.50月分 62.700月分

・最高限度額 60.00月分 62.700月分

・加算措置 定年前早期退職の場合は１年に

つき２％加算（20％限度）

・退職時の特別昇給 原則１号給。勧奨退職の場合は

１号給加算

・１人当たり 自己都合 勧 奨 定 年

平均支給額 3,586千円 25,971千円 23,875千円

区　分

期末・

勤勉手当

（支給割合）

退職手当

聖　籠　町

同じ

国･県

同じ



日時 会場 内容 対象 申し込み 問い合わせ 

総

務

課

９
月
24
日
〜
10
月
15
日

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
関
す
る
実
態
調

査
を
実
施

町
の
全
世
帯
及
び
東
港
の
企
業
を

対
象
に
し
た
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

関
す
る
実
態
調
査
」
は
現
在
、
集
計

作
業
中
で
す
。

こ
の
調
査
は
、
聖
籠
町
に
お
け
る

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
状
況
、
高

速
通
信
回
線
に
対
す
る
需
要
等
を
把

握
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の

で
、
10
月
15
日
を
締
め
切
り
と
し
て

実
施
し
ま
し
た
。

集
計
結
果
及
び
今
後
の
町
の
対
応

に
つ
い
て
は
広
報
を
通
じ
て
お
知
ら

せ
す
る
予
定
で
す
。

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
さ
ま

大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

10
月
７
日
（
木
）

行
政
改
革
推
進
委
員
会
開
催

（
委
員
長
・
部
会
長
会
議
）

第
三
次
聖
籠
町
行
政
改
革
推
進
委

員
会
は
、
三
つ
の
部
会
に
分
か
れ
、

そ
れ
ぞ
れ「
組
織
機
構
・
定
員
管
理
」、

「
行
政
評
価
」「
行
政
運
営
の
簡
素
合

理
化
と
さ
ら
な
る
取
組
み
」
に
つ
い

て
検
討
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
委
員
長
は
じ
め
、
関

係
委
員
が
出
席
し
答
申
を
ひ
と
つ
に

ま
と
め
る
作
業
を
行
な
い
ま
し
た
。

年
内
中
に
は
最
終
答
申
が
提
出
さ

れ
、
来
年
度
の
予
算
に
反
映
さ
せ
て

い
く
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

企

画

財

政

課

総
合
計
画
に
基
づ
く
実
施
計
画
を
策

定
し
ま
し
た

実
施
計
画
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
推

進
の
た
め
の
行
政
運
営
指
針
で
あ
る

第
３
次
聖
籠
町
総
合
計
画
（
平
成
12

年
度
作
成
）
の
基
本
計
画
で
体
系
化

し
た
各
施
策
に
つ
い
て
、
具
体
的
に

ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
く
か
を
示
し

た
も
の
で
す
。

重
要
度
・
緊
急
度
な
ど
を
総
合
的
に

勘
案
し
な
が
ら
、３
年
間
の
事
業
内
容

等
を
年
度
別
に
ま
と
め
た
も
の
で
、今

回
の
計
画
期
間
で
あ
る
平
成
16
年
度

〜
18
年
度
に
お
け
る
行
政
運
営
や
予

算
編
成
の
指
針
と
な
り
ま
す
。

町

民

課

９
月
27
日
（
月
）

第
２
回
聖
籠
町
介
護
保
険
運
営
協
議

会
開
催

・
町
単
独
助
成
事
業
の
給
付
の
あ
り

方
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
ま
し
た
。

保

健

福

祉

課

９
月
27
日
（
月
）

第
１
回
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画

策
定
委
員
会

平
成
15
年
７
月
に
制
定
さ
れ
た

「
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
」

に
基
づ
く
、
世
代
育
成
支
援
対
策
を

迅
速
か
つ
重
点
的
に
推
進
す
る
た
め

に
必
要
な
事
項
「
地
域
行
動
計
画
」

を
策
定
し
ま
す
。
第
２
回
目
は
10
月

29
日
、
第
３
回
目
は
11
月
22
日
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

学

校

教

育

課

９
月
24
日
（
金
）

第
９
回
聖
籠
町
教
育
委
員
会
定
例
会

開
催

・
聖
籠
町
乳
幼
児
保
育
の
振
興
計
画

・
聖
籠
町
教
育
委
員
会
公
告
式
規
則

改
正

・
聖
籠
町
立
学
校
管
理
運
営
に
関
す

る
規
則
改
正

・
聖
籠
町
適
応
指
導
教
室
（
フ
レ
ン

ド
ル
ー
ム
）
設
置
要
綱
改
正

・
聖
籠
町
立
学
校
通
学
区
域
規
則
の

改
正

外
５
項
目
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

教育委員に伊藤惠美子さん

９月の町議会定例会で10月31日をもって任

期満了となる教育委員神田與次さんの後任に、

伊藤惠美子さんが同意されました。

伊藤さんにおかれましては、町図書館環境

整備調査委員会委員、聖籠中学校の英語､数学

をボランティア指導されていた方で、今後の

教育委員活動に期待されます。

なお、神田與次さんは平成４年11月から12

年間、聖籠町の教育にご尽力くださいました。

ありがとうございました。

町
の

動
向

町
の

動
向

町
の

動
向

今
月
号
か
ら
、役
場
各
課
の
主
な
業
務
内
容
、各
種
委
員
会
の
活
動
状
況

な
ど
を
町
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
す
る
コ
ー
ナ
ー
を
新
設
し
ま
し
た
。

掲
載
内
容
に
つ
い
て
の
ご
意
見
、
質
問
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
担
当

課
又
は
総
務
課
広
報
担
当
ま
で
電
話
又
は
町
政
ポ
ス
ト
の
ハ
ガ
キ
で
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

伊
藤
惠
美
子
さ
ん

（
蓮
潟
）

10 広報聖籠



交通事故から身を守るために
明るい服装を心がけましょう
ドライバーの方は住宅街などの暗い道を走行中、黒っぽい服装の歩行者を見落

としそうになり、ヒヤリとした経験はありませんか？

歩行者も車もお互いに見えにくい状態になる時間帯が夕暮れです。

午後４時から午後６時の間の交通事故が多発しています。

交通事故を防ぐためにも、ドライバーも歩行者も自転車乗りもお互いに見るため、

見られるため“早めのライト点灯、明るい服装と反射材の活用”を心がけましょう。

○ 時間別交通事故発生状況(平成15年中)

ドライバーは

・歩行者や対向車などに車の接近を知らせる

ためにも早めにライトを点灯しましょう。

・夜間や悪天候時は視界が悪く、危険が大き

くなります。速度を落とし、より慎重に運

転しましょう。

・ライトを下向きで走行していると、前方30

～40メートルくらいまでしか見えません。

時速60キロメートルで走行していた場合、歩行者などを発見して急ブレ

ーキをかけても間に合わないという危険性があります。

・ドライバーは右側からの横断者に注意！

ライトは対向車との眩惑を避けるため、前方及び左側を重点に照らします。

道路右側からの横断者は直前まで見えません。住宅街付近を運転すると

きは特に右からの横断者に注意しましょう。

交通安全指導員に
ひばりが丘の近藤さん

近藤巳千夫さん（ひばりが丘）

交通事故の未然防止や交通安全意

識高揚のため、交通安全教育や啓発

活動に活躍する町の交通安全指導員

にひばりが丘の近藤さんが任命され

ました。よろしくお願いします。

10

20

30

発
生
件
数 

死
者
数(

人)

500

1000

1500

2000
発生件数 
死者数 

区　分 

時間別   0　 2　 4　 6　 8　 10　 12　 14　 16　 18　 20　 22　 合　計   　～2 　～4 　～6 　～8   ～10   ～12   ～14   ～16   ～18 ～20 ～22 ～24  

 発生件数 247 186 206 1,166 2,082 1,866 1,731 1,822 2,404 1,832 810 411 14,763 

 死 者 数 12 6 23 15 18 15 13 14 26 23 18 7 190 

 傷 者 数 335 246 233 1,400 2,478 2,359 2,257 2,356 2,982 2,303 1,066 555 18,570

交通安全に関することは

役場生活環境課
1２７－１９６２（直通）

区分

平成16年

平成15年

増 減

発生件数 死者数 傷 者 発生件数 死者数 傷 者年

9月 1月～9月(累計)

9 0 12 98 1 130

13 0 14 99 3 129

△4 0 △2 △1 △2 1

町の交通事故
発生状況

N E W S

交　通 
安　全 
交　通 
安　全 
vol 31

○ 安全走行のポイント

広報聖籠 11
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11
月
27
日(

土)

午
後
２
時
〜
５
時

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

参
加
費
　
大
人
五
〇
〇
円

め
ら
わ
れ
る
が
、
で
も
こ
の
ま
ま
放

置
し
て
い
て
よ
い
の
か
悩
ん
で
い
る

方
、
本
人
に
受
診
を
勧
め
て
も
病
院

に
行
こ
う
と
し
な
い
な
ど
の
心
配
、

そ
の
他
、
心
の
健
康
に
関
す
る
心
配

の
あ
る
方
は
、
お
気
軽
に
相
談
会
に

お
い
で
く
だ
さ
い
。

で
き
れ
ば
事
前
に
予
約
を
し
て
い

た
だ
い
た
ほ
う
が
よ
い
と
思
い
ま
す
。

保
健
福
祉
課
　
保
健
師
　

1
２
７-
６
５
１
１

11
月
11
日(

木)

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

ホ
ッ
ト
ル
ー
ム

(

旧
聖
籠
中
学
校)

相
談
員

精
神
保
健
福
祉
相
談
員

及
び
保
健
師

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

多
く
の
ス
ト
レ
ス
を
か
か
え
な
が

ら
生
き
て
い
る
現
代
社
会
に
お
い
て

は
、
心
の
病
気
（
精
神
疾
患
）
も
増

え
て
い
ま
す
。

精
神
科
に
受
診
す
る
こ
と
に
抵
抗

を
感
じ
て
い
る
人
が
多
い
の
で
す

が
、
も
っ
と
気
軽
に
相
談
で
き
る
場

が
あ
っ
た
ら
よ
い
と
思
い
ま
す
。
そ

ん
な
思
い
か
ら
、
今
年
度
か
ら
町
で

は
「
こ
こ
ろ
の
相
談
会
」
を
は
じ
め

ま
し
た
。

病
院
に
行
く
の
は
、
ち
ょ
っ
と
た

日時 会場 内容 対象 申し込み 問い合わせ 

11
月

２
日
・
文
化
祭
開
祭
式

３
日
・
文
化
の
日
記
念
式
典

８
日
・
郡
町
村
会
定
例
会

13
日
・
聖
籠
町
P
T
A
研
究
大
会

14
日
・
新
発
田
信
用
金
庫

創
立
80
周
年
記
念
式
典

17
日
・
地
方
分
権
推
進
総
決
起
大
会

22
日
・
広
域
関
係
議
会
定
例
会

25
日
〜
26
日

・
I
S
O
定
期
審
査

30
日
・
道
路
整
備
の
促
進
を
求
め
る

全
国
大
会

町
長
の
動
向

（
主
な
も
の
を
抜
粋
）

町
で
は
中
国
黒
龍
江
省
な
ど
か
ら

新
潟
大
学
へ
留
学
し
て
い
る
皆
さ
ん

を
招
い
て
交
流
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。今

回
は
毎
年
大
好
評
の
、
「
ぎ
ょ

う
ざ
づ
く
り
」
を
企
画
し
ま
し
た
。

中
国
風
手
づ
く
り
ぎ
ょ
う
ざ
を
あ
な

た
も
一
緒
に
つ
く
っ
て
み
ま
せ
ん

か
！家

族
ぐ
る
み
で
の
参
加
も
大
歓

迎
！
参
加
希
望
の
方
は
役
場
総
務
課

ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

中
国
風
ぎ
ょ
う
ざ

お
い
し
い
で
す
よ
！

役
場
総
務
課
　
国
際
交
流
担
当

1
２
７-

２
１
１
１
（
内
線
２
２
６
）

《保健福祉事業》
ところ　保健福祉センター

◆心配ごと相談
4日(木)・17日(水)・12月1日(水)

◆弁護士相談 (要予約)
25日(木)
町社会福祉協議会

1 27-6767

◆乳幼児健康診査・各種学級　
○ 育児学級
10日(水) 午後1時30分～

○ 育児相談会
15日(月) 午前10時～11時

○ 妊婦・2歳児親子歯科検診
15日(月) 午後1時15分～

○ 妊婦学級 (前期)
16日(火) 午前9時30分～

○ 3歳児検診
25日(木) 午後1時15分～

○ 乳児検診
26日(金) 午後1時15分～

◆ 各種予防接種

（受付は１時10分からです）
○ ポリオ予防接種
2日(火)午後1時40分～

○ 風しん予防接種
9日(火)午後1時40分～

○ 三種混合予防接種
30日(火)午後1時40分

11 月 の 行 事

お問い合わせ先

町　役　場 1２７－２１１１
町 民 会 館 1２７－２１２１
図　書　館 1２７－６１６６
保健福祉課（保健福祉センター内）

1２７－６５１１
診　療　所 1２７－１２３４

「
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
会
」
を
開
催
し
ま
す

参
加
し
ま
せ
ん
か

中
国
留
学
生
と
の

水
ぎ
ょ
う
ざ
づ
く
り
交
流

▲昨年のぎょうざづくり交流
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●統一標語

『火は消した？ いつも心に　きいてみて』
●実施期間 11月9日～15日

●重点目標
・消防法改正を踏まえた住宅防火対策の推進

・放火火災、連続放火火災予防対策の推進

・大規模産業施設の安全確保

住宅防火　いのちを守る　７つのポイント

①寝たばこは、絶対やめる。

②ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。

③ガスコンロなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。

①逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。

②寝具や衣類からの火災を防ぐために、防炎製品を使用する。

③火災を小さいうちに消すために、

住宅用消火器等を設置する。

④お年寄りや身体の不自由な人を

守るために、隣近所の協力体制

をつくる。

新発田地域広域消防本部

122-8096

日時 会場 内容 対象 申し込み 問い合わせ 

11月は
「賃金不払残業解消キャンペーン月間」です
労使がともに協力しあい、過重労働を防

ぎ、「賃金不払残業」をなくしましょう。

11月23日(火)勤労感謝の日は、「都道府

県労働局　全国一斉無料相談ダイヤル」

～労働時間管理の適正化と賃金不払残業

解消に係るご相談に応じます～

10120-897-933

(9:00～17:00)

新潟労働局労働基準部監督課

1025-234-5922

陸上自衛隊新発田駐屯地曹友会

「ふれあいパーティー」開催
12月5日(日)

午後4時～6時

新発田ベルナール

独身女性

会費 3,000円（当日受付）

申込方法

葉書又は封書（住所・氏名・年齢・職業・

趣味・電話番号を記入）及び電話でお申し

込みください。後日案内状を郵送します。

申込締切　

参加人員30名になり次第締切させていた

だきます。

〒957-8530

新発田市大手町６－４－１６

陸上自衛隊新発田駐屯地曹友会

122-3151(内線363)

今
年
７
月
以
降
、
県
内
各
地
の
民

家
の
池
等
で
Ｋ
Ｈ
Ｖ
（
コ
イ
ヘ
ル

ペ
ス
ウ
ィ
ル
ス
）
病
が
多
数
確
認

さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
８
月
以
降
、

河
川
に
お
い
て
も
、
加
治
川
水
系
、

鵜
川
、
福
島
潟
、
新
井
郷
川
で
Ｋ

Ｈ
Ｖ
に
感
染
し
た
コ
イ
が
確
認
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

■
コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
病
と
は

こ
の
病
気
は
人
体
や
、
コ
イ
以

外
の
魚
に
は
何
ら
悪
影
響
を
与
え

ま
せ
ん
が
、
コ
イ
に
対
し
て
は
急

激
な
大
量
死
を
も
た
ら
す
危
険
な

伝
染
病
で
、
現
在
の
と
こ
ろ
治
療

薬
や
予
防
薬
は
開
発
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。

ま
た
、
仮
に
感
染
し
た
コ
イ
を

食
べ
て
も
人
体
に
影
響
は
あ
り
ま

せ
ん
。

■
河
川
等
に
お
い
て
注
意
が
必
要
な
事
項

(

１)

釣
っ
た
コ
イ
を
他
の
川
や
池
に

移
さ
な
い
こ
と
。

(

２)

川
や
池
な
ど
に
コ
イ
を
放
流
し

な
い
こ
と
。

(

３)

死
ん
だ
コ
イ
を
川
や
池
な
ど
に

捨
て
な
い
こ
と
。

■
コ
イ
の
異
常
に
関
す
る
通
報

河
川
等
で
コ
イ
が
死
ん
で
い
た

ら
役
場
産
業
観
光
課
1
２
７-

１
９

５
３
ま
た
は
県
庁
農
林
水
産
部
水

産
課
1
０
２
５-

２
８
０-

５
３
１
５

へ
至
急
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

河
川
等
に
お
け
る

「
コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
病
」
の
対
策
に
つ
い
て

11月は
「建設雇用改善推進月間」です
建設業をより魅力ある産業として発展さ

せるため「夢築く建
わた

設
し

の職場　雇用改善」

をスローガンに建設業で働く人達の雇用の

安定・労働福祉の向上・労働災害の防止等

の啓発活動を展開しています。

建設事業主を始め関係者の方々のご理解

をお願いします。

なお、建設業の雇用改善を支援する助成

金制度もありますのでご活用ください。

ハローワークしばた

127-6677
■助成金問合せ先
雇用・能力開発機構新潟センター

1025-247-5321

秋季全国火災予防運動が実施されます

－３つの習慣－

－４つの対策－
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11
月
27
日(

土)

午
後
２
時
〜
５
時

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

参
加
費
　
大
人
五
〇
〇
円

め
ら
わ
れ
る
が
、
で
も
こ
の
ま
ま
放

置
し
て
い
て
よ
い
の
か
悩
ん
で
い
る

方
、
本
人
に
受
診
を
勧
め
て
も
病
院

に
行
こ
う
と
し
な
い
な
ど
の
心
配
、

そ
の
他
、
心
の
健
康
に
関
す
る
心
配

の
あ
る
方
は
、
お
気
軽
に
相
談
会
に

お
い
で
く
だ
さ
い
。

で
き
れ
ば
事
前
に
予
約
を
し
て
い

た
だ
い
た
ほ
う
が
よ
い
と
思
い
ま
す
。

保
健
福
祉
課
　
保
健
師
　

1
２
７-
６
５
１
１

11
月
11
日(

木)

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

ホ
ッ
ト
ル
ー
ム

(

旧
聖
籠
中
学
校)

相
談
員

精
神
保
健
福
祉
相
談
員

及
び
保
健
師

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

多
く
の
ス
ト
レ
ス
を
か
か
え
な
が

ら
生
き
て
い
る
現
代
社
会
に
お
い
て

は
、
心
の
病
気
（
精
神
疾
患
）
も
増

え
て
い
ま
す
。

精
神
科
に
受
診
す
る
こ
と
に
抵
抗

を
感
じ
て
い
る
人
が
多
い
の
で
す

が
、
も
っ
と
気
軽
に
相
談
で
き
る
場

が
あ
っ
た
ら
よ
い
と
思
い
ま
す
。
そ

ん
な
思
い
か
ら
、
今
年
度
か
ら
町
で

は
「
こ
こ
ろ
の
相
談
会
」
を
は
じ
め

ま
し
た
。

病
院
に
行
く
の
は
、
ち
ょ
っ
と
た

日時 会場 内容 対象 申し込み 問い合わせ 

11
月

２
日
・
文
化
祭
開
祭
式

３
日
・
文
化
の
日
記
念
式
典

８
日
・
郡
町
村
会
定
例
会

13
日
・
聖
籠
町
P
T
A
研
究
大
会

14
日
・
新
発
田
信
用
金
庫

創
立
80
周
年
記
念
式
典

17
日
・
地
方
分
権
推
進
総
決
起
大
会

22
日
・
広
域
関
係
議
会
定
例
会

25
日
〜
26
日

・
I
S
O
定
期
審
査

30
日
・
道
路
整
備
の
促
進
を
求
め
る

全
国
大
会

町
長
の
動
向

（
主
な
も
の
を
抜
粋
）

町
で
は
中
国
黒
龍
江
省
な
ど
か
ら

新
潟
大
学
へ
留
学
し
て
い
る
皆
さ
ん

を
招
い
て
交
流
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。今

回
は
毎
年
大
好
評
の
、
「
ぎ
ょ

う
ざ
づ
く
り
」
を
企
画
し
ま
し
た
。

中
国
風
手
づ
く
り
ぎ
ょ
う
ざ
を
あ
な

た
も
一
緒
に
つ
く
っ
て
み
ま
せ
ん

か
！家

族
ぐ
る
み
で
の
参
加
も
大
歓

迎
！
参
加
希
望
の
方
は
役
場
総
務
課

ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

中
国
風
ぎ
ょ
う
ざ

お
い
し
い
で
す
よ
！

役
場
総
務
課
　
国
際
交
流
担
当

1
２
７-

２
１
１
１
（
内
線
２
２
６
）

《保健福祉事業》
ところ　保健福祉センター

◆心配ごと相談
4日(木)・17日(水)・12月1日(水)

◆弁護士相談 (要予約)
25日(木)
町社会福祉協議会

1 27-6767

◆乳幼児健康診査・各種学級　
○ 育児学級
10日(水) 午後1時30分～

○ 育児相談会
15日(月) 午前10時～11時

○ 妊婦・2歳児親子歯科検診
15日(月) 午後1時15分～

○ 妊婦学級 (前期)
16日(火) 午前9時30分～

○ 3歳児検診
25日(木) 午後1時15分～

○ 乳児検診
26日(金) 午後1時15分～

◆ 各種予防接種

（受付は１時10分からです）
○ ポリオ予防接種
2日(火)午後1時40分～

○ 風しん予防接種
9日(火)午後1時40分～

○ 三種混合予防接種
30日(火)午後1時40分

11 月 の 行 事

お問い合わせ先

町　役　場 1２７－２１１１
町 民 会 館 1２７－２１２１
図　書　館 1２７－６１６６
保健福祉課（保健福祉センター内）

1２７－６５１１
診　療　所 1２７－１２３４

「
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
会
」
を
開
催
し
ま
す

参
加
し
ま
せ
ん
か

中
国
留
学
生
と
の

水
ぎ
ょ
う
ざ
づ
く
り
交
流

▲昨年のぎょうざづくり交流
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●統一標語

『火は消した？ いつも心に　きいてみて』
●実施期間 11月9日～15日

●重点目標
・消防法改正を踏まえた住宅防火対策の推進

・放火火災、連続放火火災予防対策の推進

・大規模産業施設の安全確保

住宅防火　いのちを守る　７つのポイント

①寝たばこは、絶対やめる。

②ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。

③ガスコンロなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。

①逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。

②寝具や衣類からの火災を防ぐために、防炎製品を使用する。

③火災を小さいうちに消すために、

住宅用消火器等を設置する。

④お年寄りや身体の不自由な人を

守るために、隣近所の協力体制

をつくる。

新発田地域広域消防本部

122-8096

日時 会場 内容 対象 申し込み 問い合わせ 

11月は
「賃金不払残業解消キャンペーン月間」です
労使がともに協力しあい、過重労働を防

ぎ、「賃金不払残業」をなくしましょう。

11月23日(火)勤労感謝の日は、「都道府

県労働局　全国一斉無料相談ダイヤル」

～労働時間管理の適正化と賃金不払残業

解消に係るご相談に応じます～

10120-897-933

(9:00～17:00)

新潟労働局労働基準部監督課

1025-234-5922

陸上自衛隊新発田駐屯地曹友会

「ふれあいパーティー」開催
12月5日(日)

午後4時～6時

新発田ベルナール

独身女性

会費 3,000円（当日受付）

申込方法

葉書又は封書（住所・氏名・年齢・職業・

趣味・電話番号を記入）及び電話でお申し

込みください。後日案内状を郵送します。

申込締切　

参加人員30名になり次第締切させていた

だきます。

〒957-8530

新発田市大手町６－４－１６

陸上自衛隊新発田駐屯地曹友会

122-3151(内線363)

今
年
７
月
以
降
、
県
内
各
地
の
民

家
の
池
等
で
Ｋ
Ｈ
Ｖ
（
コ
イ
ヘ
ル

ペ
ス
ウ
ィ
ル
ス
）
病
が
多
数
確
認

さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
８
月
以
降
、

河
川
に
お
い
て
も
、
加
治
川
水
系
、

鵜
川
、
福
島
潟
、
新
井
郷
川
で
Ｋ

Ｈ
Ｖ
に
感
染
し
た
コ
イ
が
確
認
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

■
コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
病
と
は

こ
の
病
気
は
人
体
や
、
コ
イ
以

外
の
魚
に
は
何
ら
悪
影
響
を
与
え

ま
せ
ん
が
、
コ
イ
に
対
し
て
は
急

激
な
大
量
死
を
も
た
ら
す
危
険
な

伝
染
病
で
、
現
在
の
と
こ
ろ
治
療

薬
や
予
防
薬
は
開
発
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。

ま
た
、
仮
に
感
染
し
た
コ
イ
を

食
べ
て
も
人
体
に
影
響
は
あ
り
ま

せ
ん
。

■
河
川
等
に
お
い
て
注
意
が
必
要
な
事
項

(

１)

釣
っ
た
コ
イ
を
他
の
川
や
池
に

移
さ
な
い
こ
と
。

(

２)

川
や
池
な
ど
に
コ
イ
を
放
流
し

な
い
こ
と
。

(

３)

死
ん
だ
コ
イ
を
川
や
池
な
ど
に

捨
て
な
い
こ
と
。

■
コ
イ
の
異
常
に
関
す
る
通
報

河
川
等
で
コ
イ
が
死
ん
で
い
た

ら
役
場
産
業
観
光
課
1
２
７-

１
９

５
３
ま
た
は
県
庁
農
林
水
産
部
水

産
課
1
０
２
５-

２
８
０-

５
３
１
５

へ
至
急
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

河
川
等
に
お
け
る

「
コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
病
」
の
対
策
に
つ
い
て

11月は
「建設雇用改善推進月間」です
建設業をより魅力ある産業として発展さ

せるため「夢築く建
わた

設
し

の職場　雇用改善」

をスローガンに建設業で働く人達の雇用の

安定・労働福祉の向上・労働災害の防止等

の啓発活動を展開しています。

建設事業主を始め関係者の方々のご理解

をお願いします。

なお、建設業の雇用改善を支援する助成

金制度もありますのでご活用ください。

ハローワークしばた

127-6677
■助成金問合せ先
雇用・能力開発機構新潟センター

1025-247-5321

秋季全国火災予防運動が実施されます

－３つの習慣－

－４つの対策－
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ばろひのなんみ

町の宝
で～す
9月の乳児健診から

10
月
5
日
、
県
教
育
委
員
長
を
は
じ

め
と
し
た
県
教
育
委
員
4
名
と
県
教
育

関
係
職
員
4
名
が
聖
籠
中
学
校
を
視
察

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
視
察
は
、
毎
年
各
地
の
学
校
を

選
定
し
て
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
聖
籠

町
へ
の
視
察
は
近
年
初
め
て
の
こ
と
で

し
た
。

視
察
で
は
、
始
め
に
授
業
で
の
子
ど

も
た
ち
の
様
子
を
観
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
後
、
聖
籠
中
学
校
の
学
校
運

営
や
保
護
者
の
進
学
に
対
す
る
意
識
な

ど
に
つ
い
て
、
市
島
誠
一
聖
籠
中
学
校

長
と
町
教
育
委
員
会
手
島
勇
平
教
育
長

に
問
わ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、「
生
徒
た
ち
の
あ
い
さ
つ
に
、

落
ち
着
き
と
明
る
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
」

と
い
う
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

学
校
教
育
課

1
２
７
│
１
９
６
５

10
月
８
日
（
金
）
聖
籠
町
内
を
会

場
に
消
防
協
会
三
市
北
蒲
原
地
区
支

会
消
防
機
動
部
隊
応
援
訓
練
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

訓
練
の
想
定
は
聖
籠
町
内
で
火
災

が
発
生
し
、
三
市
北
蒲
原
地
区
（
新

発
田
市
、
豊
栄
市
、
阿
賀
野
市
、
北

蒲
郡
町
村
）
の
消
防
署
・
消
防
団
に

応
援
要
請
を
行
い
、
一
斉
に
放
水
消

火
す
る
と
い
う
内
容
で
す
。

聖
籠
中
学
校
付
近
で
行
わ
れ
た
こ

の
訓
練
で
は
応
援
出
動
し
た
各
市
町

村
の
車
両
を
含
む
15
台
の
消
防
車
両

が
到
着
し
、
一
斉
に
放
水
訓
練
を
実

施
し
ま
し
た
。

そ
の
後
町
民
会
館
へ
会
場
を
移

し
、
車
両
パ
レ
ー
ド
や
消
防
功
労
者

表
彰
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
訓
練
で
消
防
の
相
互
応
援

の
協
力
体
制
が
確
立
さ
れ
、
有
事
の

際
に
お
け
る
適
正
な
消
防
活
動
の
確

認
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

役
場
生
活
環
境
課

1
２
７
│
１
９
６
２

元気に育ってね！

県
教
育
委
員
会
が

聖
籠
中
学
校
を
視
察

県
教
育
委
員
会
が

聖
籠
中
学
校
を
視
察

近
隣
市
町
村
の
協
力
で
消
火
訓
練

消
防
機
動
部
隊
応
援
訓
練
実
施

二宮 礼
れ

衣
い

ちゃん

4か月児

高松菜々美ちゃん

4か月児

高松 萌花ちゃん

4か月児

岩渕 莉子ちゃん

4か月児

小野塚 彩ちゃん

4か月児

土田 琴美ちゃん

4か月児

高橋 吟路ちゃん

4か月児

田村ひよりちゃん

4か月児

小柳 椋ちゃん

4か月児

村山 瑠璃ちゃん

4か月児

加藤 荘良ちゃん

4か月児

宮澤希世実ちゃん

4か月児

水戸部明香ちゃん

4か月児

渡辺 愛海ちゃん

4か月児

加藤 妃奈ちゃん

4か月児

高橋 育生ちゃん

4か月児

高橋 南ちゃん

4か月児

田宮 呂胡ちゃん

4か月児

加藤 大ちゃん

4か月児

内山 羅衣流ちゃん

4か月児
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イ
ラ
ス
ト
自
慢 

渡辺　成俊さん 7歳

渡辺　早紀さん 10歳

きなこもちさん 12歳

すじこ君さん 18歳

平
成
16
年
度

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

杉
谷
内
集
落
で
は
、
自
治
宝
く
じ

の
助
成
金
で
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業
の
助
成
を
受
け
て
、
杉
谷
内

公
会
堂
に
太
鼓
な
ど
の
お
祭
り
用
備

品
を
整
備
し
ま
し
た
。

杉
谷
内
集
落
で
は
、
今
回
整
備
し

た
お
祭
り
用
備
品
を
活
用
し
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
の
更
な
る
活
性
化
を
図
っ
て

い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

※
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
と

は
、（
財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
、

自
治
宝
く
じ
の
普
及
広
報
事
業
費
と

10
月
6
日
、
新
発
田
信
用
金
庫
か

ら
創
立
80
周
年
を
記
念
し
て
、
聖
籠

町
へ
30
万
円
の
寄
付
金
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

新
発
田
信
用
金
庫
は
、
創
立
以
来
、

様
々
な
地
域
貢
献
活
動
を
行
っ
て
お

り
、
今
回
の
寄
付
金
も
そ
の
一
環
と

し
て
贈
ら
れ
た
も
の
で
す
。
ま
た
、

新
発
田
信
用
金
庫
で
は
、
聖
籠
町
を

は
じ
め
近
隣
の
各
市
町
村
で
同
様
の

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

し
て
受
け
入
れ
る
受
託
事
業
収
入
を

財
源
と
し
、
宝
く
じ
の
普
及
広
報
を

行
う
と
と
も
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
健

全
な
発
展
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

様
々
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
助
成

を
行
う
も
の
で
す
。

役
場
企
画
財
政
課

1
２
７
│
２
１
１
１（
内
線
２
1
2
）

1
２
７
│
1
9
5
8
（
直
通
）

投稿するときは濃い鉛筆
かペンで書いてください。
（薄いものは掲載できません）
名前は必ず書いてください。
（ペンネーム希望の場合は名
前の横にペンネーム『○○○』
と書いてください）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

新
発
田
信
用
金
庫
か
ら
寄
付
金

キンニクマンさん 10歳

長太郎さん 15歳 なかやま　あいりさん 6歳

はしもと　たけるさん 5歳

佐久間　絵美さん 10歳

日楽野　悠木さん
▲整備されたお祭り用備品
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町
の
３
幼
稚
園
の
５
歳
児
が
春
に
「
大
き
く
育
っ

て
ね
。」
と
の
思
い
を
こ
め
て
苗
を
植
え
た
「
さ
つ

ま
い
も
」
の
収
穫
が
、
保
護
者
や
地
域
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
か
ら
協
力
を
い
た
だ
い
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

園
児
は
、「
先
生
大
き
い
の
が
と
れ
た
よ
〜
」、

「
お
も
た
い
よ
〜
」
な
ど
と
収
穫
の
喜
び
を
感
じ
て

い
た
よ
う
で
す
。

▲ 蓮潟幼稚園▲ 亀代幼稚園

▲ 蓮野幼稚園

▲ 蓮野幼稚園

▲ 蓮野幼稚園

▲ 蓮潟幼稚園

▲ 蓮潟幼稚園

▲ 亀代幼稚園


